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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育の目的に沿って，本科及び専攻科への入学者選抜に対する入学者受入方針（アドミッシ

ョン・ポリシー）が明確に定められており，学校総覧に明記している（資料４－１－①－１～２）。 

また，鶴岡高専探検記（中学生向け）にも明記している（資料４－１－①－３）。 

高等学校からの編入学についても，編入学生募集要項に入学者受入方針を明記している（資料４－

１－①－４）。 

本校の教職員への本科及び専攻科の入学者受入方針の周知は，学校総覧等の配布によって行ってい

る。 

社会に対しては，学校説明会，入試説明会，中学校訪問，企業訪問，中学生一日体験入学等で学校

総覧，鶴岡高専探検記を配布し，公表している（資料４－１－①－５）。 

また，ウェブページによって本科及び専攻科の入学者受入方針を将来の学生を含め広く社会に公表

し，周知している（資料４－１－①－６）。 

 

観点４－１－① 資料一覧 

資料４－１－①－１ 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

       （出典：平成19年度 学校総覧，p.２） 

資料４－１－①－２ 専攻科アドミッション・ポリシー概要（入学者受入方針） 

       （出典：平成19年度 学校総覧，p.２） 

資料４－１－①－３ 全学科共通の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

       （出典：鶴岡高専 探検記2007，p.１） 

資料４－１－①－４ 編入学者アドミッション・ポリシー（学生受入方針） 

       （出典：平成19年度 編入学生募集要項，p.５） 

資料４－１－①－５ 鶴岡高専探検記配布先 

       （出典：学生課資料） 

資料４－１－①－６ 鶴岡高専入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

       （出典：ウェブページ） 
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資料４－１－①－１ 

 
（出典：平成 19 年度 学校総覧，p.２） 

 

資料４－１－①－２ 

 

（出典：平成 19 年度 学校総覧，p.２） 

 

資料４－１－①－３ 

 

（出典：鶴岡高専探検記 2007，p.１） 

 

資料４－１－①－４ 

 

（出典：平成 19 年度 編入学生募集要項，p.５） 
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資料４－１－①－５ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－１－①－６ 

 

（出典：ウェブページ） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本科及び専攻科への入学者選抜に対する入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められており，学校総覧，学生募集要項，鶴岡高専探検記（中学生向け）等の資料及びウェブページ

に明記されている。将来の学生に対しては，学校説明会，入試説明会，中学校訪問，中学生一日体験

入学等で前出の資料を配布し，説明している。また，ウェブページを通じて広く社会に公表し，周知

を図っている。本校の教職員へは，学校総覧等の配布を通して周知している。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の全ての入学者選抜は，入試委員会が入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に基づき

作成した「入試業務作業・点検総合マニュアル」に従って，実施している（資料４－２－①－１）。 

 準学士課程の入学者の選抜は，「学生募集要項」に従って，推薦による選抜と学力試験による選抜

の２つの方法で実施している。推薦による選抜は，各学科とも入学定員の40％程度の募集人員で，在

籍中学校長の推薦書，調査書，面接等を総合して行っている（資料４－２－①－２～７）。学力試験

による選抜は，学力試験及び調査書を総合して行っている（資料４－２－①－８～10）。学力試験は，

理科，英語，数学及び国語の４教科について筆記試験を実施しており，本校全学科共通の入学者受入
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方針に沿ったものである（資料４－１－①－１～４参照）。 

 編入学者の選抜は，「編入学生募集要項」に従って，推薦による選抜と学力試験による選抜の２つ

の方法で実施している（資料４－２－①－11）。推薦による選抜は，物理・化学を含めた専門科目に

関する口頭試問を含む面接試験，調査書等を総合して行っており，面接試験は，人物，意志，適性の

３項目について行っている（資料４－２－①－12～14）。学力試験による選抜は，学力試験，面接試

験，調査書等を総合して行っている。学力試験は，英語，数学，専門科目，物理または化学の試験を

実施している。面接試験，調査書の評価においては，本科の入学者受入方針に沿った評価をして，入

学者選抜を適切に実施している（資料４－２－①－15～17）。 

 専攻科課程の入学者の選抜は，「専攻科学生募集要項」に従って，推薦による選抜，学力試験によ

る選抜，社会人特別選抜の３つの方法で実施している（資料４－２－①－18）。推薦による選抜は，

在籍高等専門学校長の推薦，学業成績，人物，面接等を総合して行っている（資料４－２－①－19～

21）。学力試験による選抜は，学力試験，調査書，面接試験等を総合して行っている。学力試験は，

英語，数学，専門科目の試験を実施しており，面接試験は，人物，意志，適性の３項目について行っ

ていて，本校専攻科の入学者受入方針に沿って，入学者を適切に選抜している（資料４－２－①－22

～24）。 

 

観点４－２－① 資料一覧 

資料４－２－①－１ 入試業務作業・点検総合マニュアル 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－２ 準学士課程新入生推薦選抜方法 

      （出典：平成19年度 学生募集要項，pp.１～５） 

資料４－２－①－３ 推薦書の例 （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－４ 調査書の例 （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－５ 準学士課程新入生推薦選抜実施要項 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－６ 準学士課程新入生推薦選抜面接試験要領 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－７ 準学士課程新入生推薦選抜面接評価点集計表 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－８ 準学士課程新入生学力選抜方法 

      （出典：平成19年度 学生募集要項，pp.６～９） 

資料４－２－①－９ 準学士課程新入生学力選抜実施要項 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－10  入学者選抜（学力）試験の合否判定 

      （出典：平成18年度第17回運営会議議事録） 

資料４－２－①－11 準学士課程編入学生募集要項 

      （出典：平成19年度 編入学生募集要項，pp.１～３） 

資料４－２－①－12 準学士課程編入学生推薦選抜実施要項 

      （出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－13 準学士課程編入学生 推薦選抜面接試験要領 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－14 準学士課程編入学生推薦選抜面接評価結果表 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－15 準学士課程編入学生 学力選抜実施要項 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－16 準学士課程編入学生 学力選抜面接試験要領 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－17 準学士課程編入学生 学力選抜面接評価結果表 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－18 専攻科生募集要項 

      （出典：平成20年度 専攻科入学者募集要項，pp.１～10） 

資料４－２－①－19 専攻科学生推薦選抜実施要項 

      （出典：学生課資料）  

資料４－２－①－20 専攻科学生推薦選抜面接試験要領 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－21  専攻科学生推薦選抜面接評価結果表 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－22 専攻科学生学力選抜実施要項 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－23 専攻科学生学力選抜面接試験要領 

      （出典：学生課資料） 

資料４－２－①－24 専攻科学生学力選抜面接評価結果表 

      （出典：学生課資料） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準４ 

- 98 - 

 

資料４－２－①－１ 

入試業務作業・点検総合マニュアル 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－２ 

 

 

 

（出典：平成19年度 学生募集要項 pp.１～５） 
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資料４－２－①－３ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－４ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－５ 

 

 

（出典：学生課資料）） 
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資料４－２－①－６ 

 

 
（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－７ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－８ 

 

 

 

（出典：平成19年度 学生募集要項，pp.６～９） 
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資料４－２－①－９ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－10 

 

 

 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－11 
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資料４－２－①－11 続き 

 

 

（出典：平成19年度 編入学生募集要項，pp.１～３） 
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資料４－２－①－12 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－13 

 

編入学生選抜（推薦）面接試験要領 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－14 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－15 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－16 

 

編入学生選抜（学力）面接試験実施要領 

 

不開示情報 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－17 

 

 
（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－18 

 

 

（出典：平成 20 年度 専攻科入学者募集要項，pp.１～10） 
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資料４－２－①－19 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－20 

 

専攻科入学者選抜（推薦）面接試験要領 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－21 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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料４－２－①－22 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－23 

 

面接実施要領（学力） 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－24 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の入学者，編入学者，専攻科課程の入学者の選抜試験においては，入学者受入方針（ア

ドミッション・ポリシー）に沿った合否判定をしており，入学者選抜が適切に実施されている。 

 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程入学生に対し，学習意欲が高く，基礎学力が備わっている学生を受け入れるという方針

に基づいて，数学，国語，英語の３教科について「新入生標準テスト」を入学時に実施し，検証した

結果，入学者受入に特に問題はなかった（資料４－２－②―１～３）。 

準学士課程の推薦選抜については，基礎学力が重要であるとの共通認識から，在籍中学校長より提

出された調査書の評価点について，傾斜配点している（資料４－２－②－４）。  

専攻科課程については，２年間の短い課程であるので，修了時の学習・教育目標達成状況により選
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抜の適正さを判断している。実践的で，より高度な科学技術力を身につけるには，語学力が重要であ

るとの認識から，「ＴＯＥＩＣ400点達成」を修了要件としている（資料４－２－②－５）。また，

入学者推薦選抜において「ＴＯＥＩＣ300点以上」を推薦判定の基準の一つとしている（資料４－２

－②－６）。 

 

観点４－２－② 資料一覧 

資料４－２－②―１ 新入生標準テスト実施要項（出典：学生課資料） 

資料４－２－②－２ 新入生標準テスト評価結果（出典：学生課資料） 

資料４－２－②－３ 標準テストについて （出典：入学試験委員会議事録） 

資料４－２－②－４ 推薦による入学者の選抜基本方針 

        （出典：学生課資料） 

資料４－２－②－５ 専攻科修了要件  （出典：平成19年度 シラバス，p.18） 

資料４－２－②－６ 専攻科「推薦選抜」における学力基準申し合わせ 

        （出典：学生課資料） 

 

資料４－２－②―１ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②―２ 

 

新入生標準テスト評価結果 

 

不開示情報 
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資料４－２－②―２続き 

 

新入生標準テスト評価結果 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②―３ 

学力試験による入学者の選抜基本方針 

 
 

（出典：入学試験委員会議事録） 

 

資料４－２－②―４ 

 

推薦による入学者の選抜基本方針（抜粋） 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－２－②―５ 

専攻科修了要件 

 

 

（出典：平成19年度 シラバス，p.18） 
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資料４－２－②―６ 

 

専攻科「推薦選抜」における学力基準申し合わせ 

 

不開示情報 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程入学生に対し，入学者受入方針に沿った入学選抜が実際に行われているかを「新入生標

準テスト」で検証してきた結果，入学者受入に特に問題はなかった。また，推薦選抜については，調

査書の傾斜配点などの改善を図ってきた。 

 専攻科課程については，２年間の短い課程であるので，修了時の学習・教育目標達成状況により選

抜の適正さを判断している。実践的で，より高度な科学技術力を身につけるには，語学力が重要であ

るとの認識から，「ＴＯＥＩＣ400点達成」を修了要件としている。また，入学者推薦選抜において

「ＴＯＥＩＣ300点以上」を合格判定の基準の一つに加えるなど，改善を随時行ってきている。 

 以上のことから，本校では，入学者受入方針に沿った学生の受け入れ状況を検証し，その結果を入

学者選抜の改善に役立てていると判断できる。 

 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程については，本校学則において，その入学定員は各学科40名と定めている（資料４－３

－①－１）。過去５年間に実入学者が学科定員を１～３名上回ったケースはあるが，大幅に超えたこ

とはない。また，実入学者が定員を下回ったこともない（資料４－３－①－２）。 

編入学による準学士課程４年次入学者については，定員を定めて募集してはいないが，毎年５名以

上入学者がいる。工業高等学校からの編入学者が大多数であるが，高等学校の普通科からの編入学者
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も少数いる（資料４－３－①－３）。 

専攻科課程について，本校学則において，機械電気システム工学専攻12名，物質工学専攻４名の入

学定員を定めている（資料４－３－①－４）。専攻科の志願者数，入学者数については，定員割れを

起こしたことはない（資料４－３－①－５）。定員の1.3倍程度受け入れた年度もあるが，各専攻と

も講義，実習，特別研究指導への支障がないことを確認している（資料４－３－①－６）。 

 

観点４－３－① 資料一覧 

資料４－３－①－１ 準学士課程の入学定員 （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.８） 

資料４－３－①－２ 準学士課程入学者数の状況（出典：学生課資料） 

資料４－３－①－３ 準学士課程編入学者数の状況 

        （出典：学生課資料） 

資料４－３－①－４ 専攻科の入学定員  （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.14） 

資料４－３－①－５ 専攻科入学者数等の推移 （出典：学生課資料） 

資料４－３－①－６ 専攻科入学者受入人数の協議 

        （出典：入学試験委員会議事録） 

 

資料４－３－①－１ 

準学士課程の入学定員 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.８） 
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資料４－３－①－２ 

準学士課程入学者数の状況 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－３－①－３ 

準学士課程編入学者数の状況 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－３－①－４ 

専攻科の入学定員 

 

 

（出典：平成 19 年度 学生便覧，p.14） 
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資料４－３－①－５ 

専攻科入学者数等の推移 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－３－①－６ 

専攻科入学者受入人数の協議 

 

 

（出典：入学試験委員会議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の入学者については，実入学者が入学定員を大幅に超えたこともなく定員割れを起した

こともない。 

 専攻科課程の入学者についても，実入学者が入学定員を大幅に超えたこともなく定員割れを起した

こともない。 

 以上のことから，準学士及び専攻科の実入学者数は，適切に実施されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 準学士課程及び専攻科課程の入学者選抜に対する入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が

明確に定められており，将来の学生のみならず，教職員や広く社会に公表され，周知されている。ま

た，実入学者が定員を大幅に超えたり，定員割れを起したことはなく，入学者選抜が入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）に沿って適切に実施されている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校の教育目的，教育目標に沿って，準学士課程及び専攻科課程の入学者選抜に対する入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められており，学校の各種資料及びウェブページに明

記されて，本校教職員，将来の学生のみならず，広く社会に公表され，周知されている。 

 準学士課程，編入学，専攻科課程の入学者選抜においては，本校の入学者受入方針（アドミッショ

ン・ポリシー）によって適切に行われている。また，学力試験，調査書，面接試験等の結果が，本校

の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って総合的に判定され，合否判定している。こ

のように，本校の入学者選抜は入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切に実施さ

れている。 

 また，実入学者数が入学定員を大幅に超えたり，入学定員割れを起したことはなく，適切に実施さ

れている。 

 

 


